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道の駅下田メディカルセンター

下田駅

稲
生
沢
川

排
水
等
は
、
そ
の
多
く
が
稲
梓
川

に
流
入
し
、
下
流
の
下
田
市
域
に

対
し
て
も
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
こ
と
が
強
く
懸
念
さ
れ
る
。

方
法
書
手
続
に
お
い
て
、
実
施
区

域
と
直
接
関
連
あ
る
川
と
し
て
稲

梓
川
を
示
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
縦
覧
手
続
に
お
い
て
事
業

者
が
環
境
影
響
を
受
け
る
と
認
め

ら
れ
る
地
域
か
ら
下
田
市
を
除
外

し
た
こ
と
は
、
そ
の
可
能
性
を
軽

視
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ざ
る
を

得
な
い
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
事
業
の
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
実
施
区
域
及

び
そ
の
周
辺
に
加
え
、
下
田
市
域

に
も
環
境
影
響
が
及
ぶ
と
の
認
識

の
も
と
、
市
域
へ
及
ぼ
す
環
境
影

響
評
価
項
目
を
見
直
し
、
適
切
に

予
測
、
調
査
及
び
評
価
を
実
施
す

る
こ
と
。
ま
た
、
下
田
市
域
内
の

河
川
や
下
田
湾
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
稲
生
沢
川
非

出
資
漁
業
協
同
組
合
、
伊
豆
漁
業

協
同
組
合
に
対
し
て
事
業
内
容
の

説
明
や
周
知
を
十
分
に
行
う
と
と

も
に
、
下
田
市
及
び
市
内
の
地
域

住
民
及
び
地
元
の
関
係
団
体
に
対

し
て
も
積
極
的
な
情
報
の
提
供
と

丁
寧
な
説
明
を
行
い
、
十
分
な
理

解
、
合
意
を
得
る
よ
う
に
努
め
、

地
域
住
民
へ
の
生
活
環
境
へ
の
影

響
を
可
能
な
限
り
回
避
又
は
十
分

の
見
地
か
ら
の
意
見
を
、
別
紙
の

と
お
り
提
出
い
た
し
ま
す
。

（
仮
称
）
静
岡
県
賀
茂
郡
太
陽
光

発
電
事
業
環
境
影
響
評
価
方
法
書

に
関
す
る
意
見

１
　
総
括
的
事
項

　

本
事
業
は
、
河
津
町
域
内
の
80

ha
の
山
林
の
う
ち
42 
ha
を
伐
採
し
、

約
40 

ha
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設

置
し
て
最
大
２
６
，
０
０
０
kw
を

発
電
す
る
太
陽
光
発
電
所
を
建
設

す
る
事
業
で
あ
る
。

　

対
象
事
業
実
施
区
域（
以
下「
実

施
区
域
」
と
い
う
。）
は
河
津
町
域

内
に
位
置
し
て
い
る
が
、
下
田
市

と
河
津
町
の
境
界
に
近
接
し
て
お

り
、
実
施
区
域
の
北
側
か
ら
西
側

の
周
辺
を
囲
む
よ
う
に
普
通
河
川

稲
梓
川
が
流
れ
、
市
町
の
境
界
を

ま
た
い
で
下
田
市
域
で
二
級
河
川

稲
梓
川
に
接
続
し
、
さ
ら
に
二
級

河
川
稲
生
沢
川
に
合
流
し
、
下
田

湾
に
注
い
で
い
る
。

　

実
施
区
域
か
ら
流
出
す
る
雨
水

　

河
津
町
逆
川
地
区
で
ゼ
ニ・
キ
ャ

ピ
タ
ル
合
同
会
社
が
計
画
し
て
い

る
大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業
に
つ

い
て
、
静
岡
県
環
境
影
響
評
価
条

例
に
基
づ
く
環
境
影
響
評
価（
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
の
手
続
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、「
環
境
影
響
評
価
方
法
書

（
方
法
書
）」
の
手
続
が
行
わ
れ
て

お
り
、
令
和
元
年
11
月
８
日
に
下

田
市
長
か
ら
静
岡
県
知
事
に
方
法

書
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

　

提
出
し
た
意
見
書
の
全
文
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

静
岡
県
知
事
　
川
勝
　
平
太
　
様

下
田
市
長
　
福
井
　
祐
輔

「（
仮
称
）静
岡
県
賀
茂
郡
太
陽
光
発

電
事
業
環
境
影
響
評
価
方
法
書
」

に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て（
回
答
）

　
令
和
元
年
10
月
24
日
付
け
環
生

第
２
４
１
号
に
よ
り
照
会
の
あ
り

ま
し
た
件
に
つ
き
ま
し
て
、
静
岡

県
環
境
影
響
評
価
条
例
第
14
条
第

２
項
の
規
定
に
よ
る
環
境
の
保
全

に
低
減
し
、
環
境
保
全
等
に
対
し

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
十
分

に
配
慮
す
る
こ
と
。

２
　
水
環
境

　

実
施
区
域
と
直
接
関
連
す
る
河

川
で
あ
る
普
通
河
川
稲
梓
川
は
、

二
級
河
川
稲
梓
川
の
上
流
に
位
置

し
、
下
流
に
は
下
田
市
水
道
水
源

保
護
条
例
で
定
め
て
い
る
水
源
保

護
地
域
が
あ
り
、
二
級
河
川
稲
生

沢
川
と
合
流
し
、
下
田
湾
に
注
ぐ
。

下
田
市
の
水
道
は
、
二
級
河
川
稲

生
沢
川
よ
り
落
合
浄
水
場
で
表
流

水
と
伏
流
水
を
取
水
し
て
い
る
た

め
、
河
川
に
影
響
が
生
じ
る
こ
と

が
無
い
よ
う
に
、
工
事
中
及
び
供

用
後
も
、
河
川
の
水
質
や
水
量
、

雨
水
排
水
等
に
よ
る
河
川
へ
の
濁

水
の
流
出
に
つ
い
て
も
適
切
に
調

査
、
予
測
し
、
評
価
を
示
し
、
必

要
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

３
　
地
盤

　

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
工
事

の
実
施
に
伴
う
森
林
の
伐
採
、
土

地
の
改
変
に
よ
る
土
砂
の
流
出
、

濁
水
の
発
生
に
よ
る
河
川
・
湧

水
・
地
下
水
等
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
た
め
、
地
質
調
査
を
行
う

等
地
盤
の
状
況
を
把
握
し
、
地
形
、

地
質
、
土
地
の
安
定
性
に
つ
い
て

も
適
切
に
調
査
、
予
測
し
、
評
価

を
示
し
、
必
要
な
対
策
を
講
ず
る

こ
と
。

４
　
法
令
遵
守

　

法
令
、
県
並
び
に
河
津
町
の
条

例
・
要
綱
の
ほ
か
、
下
田
市
環
境

基
本
条
例
、
下
田
市
水
道
水
源
保

護
条
例
、
下
田
市
自
然
環
境
、
景

観
等
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
事
業
と
の
調
和
に
関
す
る
条
例

等
下
田
市
の
関
連
条
例
・
要
綱
等

に
つ
い
て
も
そ
の
趣
旨
を
汲
み
取

り
、
遵
守
す
る
こ
と
。

　

方
法
書
の
手
続
を
終
え
る
と
、

事
業
者
は
方
法
書
に
つ
い
て
知
事

や
住
民
か
ら
述
べ
ら
れ
た
意
見
を

勘
案
・
検
討
し
て
環
境
影
響
評
価

の
項
目
並
び
に
調
査
、
予
測
及
び

評
価
の
手
法
を
選
定
し
、
環
境
影

響
評
価
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
評
価
を
実
施
し
た
後

は
、
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
環
境

保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見
を
聴
く

た
め
の「
準
備
書
」
を
作
成
し
ま
す
。

　

準
備
書
の
段
階
で
は
、
事
業
者

は
作
成
し
た
準
備
書
を
縦
覧
等
で

公
表
し
て
環
境
保
全
の
見
地
か
ら

の
意
見
を
求
め
る
と
と
も
に
、
説

明
会
の
開
催
も
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

市
が
提
出
し
た
意
見
書
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で「
環
境
影

響
評
価
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
後
の
流
れ

大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業

環
境
影
響
評
価
方
法
書
に
関
す
る

意
見
書
を
公
表
し
ま
す

大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業

環
境
影
響
評
価
方
法
書
に
関
す
る

意
見
書
を
公
表
し
ま
す

大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業

環
境
影
響
評
価
方
法
書
に
関
す
る

意
見
書
を
公
表
し
ま
す

問
合
せ
先　

環
境
対
策
課
環
境
保
全
係 

☎ 

㉒
２
２
１
３

問合せ先  統合政策課政策推進係  ☎㉒2212　静岡県地域交通課  ☎054-221-3194（自動運転関係）
                  AIオンデマンド交通コールセンター（Izukoコールセンター）  ☎0120-76-9667（実施期間中9～17時）

AIオンデマンド交通・自動運転の実証実験を行います
　市は、静岡県、交通事業者と連携して地域課題の解決や利便性の向上に向けた新たな交通システムの検討を行う
ため、AIオンデマンド交通（スマートフォン等で呼び出す小型バス）及び自動運転の実証実験を行います。この実
証実験を通じ、今後の交通システムのあり方、可能性を検討するため、多くの方のご利用をお待ちしております。
　また、速度の遅い自動運転車両が走行し、皆さまにご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。

停留所足元にステッカーが
貼ってあります

…  自動運転車両運行ルート
…  AIオンデマンド交通 停留所

実
施
期
間

12
月
1
日（
日
）〜
3
月
10
日（
火
）

年
末
年
始
運
休

運
行
区
域

下
田
地
区
、
東
本
郷
、
西
本
郷

予
約
可
能
時
間　
9
時
〜
17
時

利
用
料
金（
１
日
乗
り
放
題
）

大
人（
中
学
生
以
上
）
4
0
0
円　

小
人（
小
学
生
）
2
0
0
円

※
小
学
生
未
満
は
無
料

AIオンデマンド交通

市内タクシー３社の
ジャンボタクシー

実
施
期
間

12
月
9
日（
月
）〜
19
日（
木
）

運
行
ル
ー
ト
　
①
②
各
4
往
復

①
下
田
駅
〜

　

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

②
下
田
駅
〜
道
の
駅　

※
土
日
運
休

　
（
日
曜
日
は
②
の
み
）

運
行
時
間　
10
時
〜
15
時

利
用
料
金　
無
料

自動運転

乗客２人乗り
緊急時対応のため
タクシー運転手が乗車

実証実験概要

AIオンデマンド交通  利用方法

自動運転  利用方法

①
「Izuko」で検索、または
QRコードを読み込む

⑤
指定した乗降場所に
車が迎えに来ます 

②
「オンデマンド交通」を

選択 

③
デジタルチケットを購入
※クレジットカード決裁のみ

④
名前などを
入力して予約

①
QRコードを読み込む

②
ニックネームと

メールアドレスを入力

③
届いたメールの
URLにアクセス

④
乗車希望日・バス停・

乗車時間を選択し、予約完了


